
中央ユーラシアのネットウ-クとウイグル商人

しいJ)t7ジアから小国にまたがって清雅な袖qf活動を展開したオ7シス商薬民としては.

ソグ ド細入が市名である｡6iLr紀の ノダ ド人の蘭L巨=ま本拠ソグド地力 (アム川中 上洗

城)を中LLtに恥 土中匡】から酉はビザンソ鞘lflt二まで拡大 しており､さらにI.U代LLILlの毒筆

折 文化にソグド人が大きな影轡を与えたことは付知の迫りである｡

一九 13lLr紀に内陸アジアゴ.-L以【からおこったモンゴル帝匡‖士､ゆるやかにユーラシア3Li

ittl-を結びつけ､酪訳 文化の大交碇をまき起こした｡とくにイラン系ムスリムTEV人は､併

収肩肘や特権硝人としてモン1ル政横と耕びつき､内陣7ジア故山 南海綻山の交易)L,一

トを耗合させてユーラシアAl四にわたる禰菜沌軌を,･裸1)広げた｡

さて､噛王別が滅亡した101Lr紀初所からモンゴル珊tirが登城する13出紀初酌までの約

300糾 Iu､ユーラシアLLr糾 ま分ききと多極化のrrlにあった｡Lかしこの問も､敢轍 ･同象の

枠糾みを超えた広域筒井t.T,動は孤設していた.とくに中')tユ-ラシア射牛での広域血佃を

P_つたのがいわゆる ｢ウイグル商人｣である.本jlre･は､亨はら ｢ウイグル輔人｣の㌘糊の

鮭蹄や繭JX;7.TDrhのW榊をとりあげ.さbにその偲火的役側について論じたい｡

tウイクル遊牧帝国とソクド商人

いうまでもなく ｢ウイグル｣の名は､元来モンゴJレ7.もJI;(で遊牧生ほを送っていた トルコ

系ウイグル放(:山楽する｡鮎らは8世紀中瀬､同じト)L,コ系の次版W.国を液ほし､VII=に

ウイグル遊牧称l室トをlql立する｡折しもIrG史の乱に甘 しむI.lF朝はこのウイグル帝l司に枚1淀を

輩耶した｡ウイグルの擢鞘は､それまでJiiかけ8糾 こわたっていた大反乱をあっさりとill

定し､この功靴によって膳のlTfU(r(Jな洗練iY;としでの地位引司めた｡またウイグルは､′ip

からL｢齢 タリム盆地を呼いさらに中1)tアジア迎111をめざす吐耕王【享lIltをも天Jll山脈東端

の北艇でBP=徹し (792年).天山丁争J北の軒1当交油路を確促した｡ 81LL紀rXかL?91Ll紀TIU#の

7ジ7東方は､北のウイグル ーil三のJ占 Iu!q-の吐称の3大勢-JJが共存 対峠する状況を迎え

た.チベ yトのラサに現有する ｢肝帯金1望榊 ｣で和名なlぶ 吐群の和平魚釣 (821～623

咋)も､炎は北のウイグJL,をも交えた ｢三回全血｣の一環であった｡

ところで,内陸アジアブ,'･l訳の遊牧匡懐 とソ//ド人をはじめとするオアシス頂菜民とは.

古楽から#[互協力 相互依存の側係にあった｡遊牧国家のIru71功 は1≧七井尺の述飼主離交易の

安全を仰鮮するものであった｡一九 遊牧国家が中Ju;L言行王制から三相 (的または凝力的に雌

糾した卦】純物などの物掛 土､稲築民に1って西TJ1-へ粧5'aされ､遊牧民 Rfl素民の双方に巨
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万の了,iをもたらし

た｡またソグド人

の;哲だ能jJは.過

牧国家の運営 ･淡

泊にとっても放せ

代 の爽溌 カu ン

(君主)の付近に

は多数のソグド人

が加わっていた｡

炎厨三に代わった

ウイグJL,軒l要でも

その状況は変らず

ソグド人がウイグ

ル帝国にも1=らし1=軽177的 文化的影申はきわめで大きかった｡ウイグルqf周の那2代カ

ガンは′(1/(リク (r7話紫の林城｣の丑)､郡3代カNンはオル ド′(リク (｢ノ軒Prの拓城｣

の忠)という名の妓yB傭flfをそれぞれモン1ルt等#1二iB旺し.碗井 手工文 ET.垂に従桝

するソグド人 溺人の使宜をrgった｡炎JKがこのような城淋林市を漣恭しなかったことと

比1際すると.ウイグル帝国とソグド人 漢人商茶民との肺びつきは.焚ま時代よりもさら

に荘化 したといえる｡

さらに.ウイグル帝l司が安史の乱鎖圧の功によって付噛外交の主導権を掘った新米､ソ

Yド蹄人はさらなる補薬拡大の捷会を阿ることになった｡イf名な荊馬交臥 すなわちウイ

グルの鵬と鵬の封】鈍物との交易の盛行である｡これまで必Siとなってきた rウイグルに上

る岩場 交易の襲PJが脚のnt放題迫を招いた｣という考えは収近の研兜に上って見乾されつ

つあるがtいずれにせよ.那.ILi交易が以IiflにLmLではるかに大先の別紙物*._Y･ウイグ/レLil内

にもたらしたことは碓'JSである｡ウイグル珊FaL)と柿Ufついていたソグド人をJIr心とする偶

人狐団は､ウイJ-/ルに沈入したfT本を元手に神JEl三･現金 T.'6利1号 手形 ･小切手 不動鮮

11倍などさまざまな即発をIE領内で軽磁した｡このようなウイグル金融･Zf本は】矩耕史料rrl

でも ｢回他鎖｣と呼ばれ､中国金散脚 二大きな影野力を和したことが伝えられる.七It代ソ

グド商人の非々しい瓶燕活動も､ウイグル帝国という艶力LJ.L後ろJEiを得てこそ可能1='った

のである｡

Lウイグル商人の量唱

強盛を持ったウイグル静Egも､天災の連投と内乱による溌乱の中I840年にはキルギス

鼓の攻撃を受けて瓦辞した｡ウイグル遊牧民の大典丘はモンゴル高原を*れて中央アジア

地域へ阜任L､9世紀末節までに菌ウイグルLgとuJ州ウイグル国という2つの亡命王Elを

成立させた｡西ウイグル国は北庭と高畠とi･茨 ･冬の柿として天山山東文草城をおさえ､
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11州ウイグル匡=まそのものiBrJll射回廊の中火に位芯する打州に拠った｡

いわゆるソルクロー ドの主変幹線の一つは､I｣御地プJuからタリム盆地の摘隷 北緯を過

る ｢オアシスのia｣であった｡ このルー ト上にthJ准Lたオアシス都祁にとって､中国王制

と相方とのIlr"を叫継する凍-Ad交&1)はきわめてlli%'な凝†即勺Cr我を持っていた｡瀬1垣交易描

劫に従ZJiするオアシス桃71TE享】家やirfl人は,好むと好まざるとにr朋つらず,31i西を結ぶ主要

仲線上にqrたに現れたin'ゥィグル 甘州ウイグJL,との側係を深めざるを亨lきなかった｡

またI也.ウイグル ･l州1ウイグルの側も､ソグド人 状人などが多飲を占めるオアシス那

市を抵権の支配下に収めた銘水､灘なる遊牧lil家ではなくオ7シス附 rJl萱l象としての鮒 柄

を姫ね仰えた｡両国は､コータン王l妻lや汲V.4_の抑度11R枚楠などI.LJi型のオアシス都117匹】家と

もおおむね-;R好的な関係を探ちJElf 五代 栄のrl】EilE拓王軌やキタイ亨?.匡は の交易 通商

活劫を脱は)Lf.:.ここに ｢ウイグルrlfl人｣と呼ばれ紺る弼入射主F封が登城することになる.

キタイ17,ZilのLFl都である上界には ｢r萱】WS,I,Jと呼ばれるウイグル弼人の硝薬拠L-..が設けら

れた.,またキタイ稲周の摘玄ruにあたるji左京 (現在の北京地区)や,さらには北乗のITl柿

間封や駅西の蕪州でも､ウイグルからの化師に随行したウイグル商人が多数枚倒 して交

易, 柄IXHlTi動に従即 していた｡そもそも.ウイグル回 かb細川 垂Iへ派辺されるイul即白身も

絹人が任命されることが多かった｡

ただし ｢ウイグル商人｣とは ｢ウイグルLlの支放下にある商人｣を,正味するに過ぎず､

?)tLで入植n'J 民族的な牧舎を示すものではない｡元来は)左牧民であったウイグル人がrい

火アジアへの移住後い

きなり交&rJ活肋に T松

井｣ したわけではなく

初Iy】｢ウイグル他人｣

の多 くは窮際にはウイ

グル支配下のソグ ド

人 状人の而人であっ

た｡この･hは､塘代の

｢同約継｣を爽質的に

社'gしたのがウイグJL,

遊牧民ではなくソグド

人 状人商人であった

のと岡城である｡

しかし時代が下って

101Lr紀核半glになると

ウイグル冊を日Iiil.的に

川い､名炎ともに ｢ウ

イグル蔽人｣と呼ぶに

ふさわしい商人たちが

現れる｡その状況は､
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故地や7:7昌 トウルフTンからぢtit掘されたソグド胃Ti ウイグル常tの-古文軒好lからうかがう

ことができる｡これL?の了!T文鞍Miの中には､10世紀後半-目地紀IJJ痢qiのソグド師 ウイ

グル諸行のバイリンガル開渠文朴がある｡ この文iLTは､ウイグル誰をi-f'んだソグド人か､も

しくはソグド苦行を学んだウイグル人が記したものと考えられる｡いずれの城合にせ上､こ

のバイリンガル文帥 ま､それまでソ'/ド人なt'のオ7-/スr61人が主耕してきた滴凍活動に

ウイグル人が髄核に参入してきたことを示している｡

当時のlll')LL7ソ7では,ウイグルT(.lirのuJl光とウイグル遊牧民のJJ!田移軌が7JLLき金とな

り､その全域で ｢トルキスタン (トルコ人の代地)化｣が遡行していた.硝ウイグlL,支配

下の天lhJili部地方でも､モンゴJL,時代までにはトル,コ.釈-ウイグル許を川いる省が任Ilt;の

大多数を占めるようになっていた｡その逝牡ではtウイグル遊牧民の定住化 摘深化 J:隻

排化と.ノグド人や7先人の トルコuT(=ウイグル鮒)化という双-)JlT.lからの文化変等 文

化脱粥が生じていたと増えられる｡Ll'火ユーラン77柏菜非の主役がノダド楠人からウイグ

IL,語丁ほ E目指,吉行とする ｢ウイ'/)i,rifl人｣へと交称するのも､｢トルキスタン化｣の一環とと

らえねばならない｡

■ウイグル商人のノ言動

lJ亨･五代 北采の歴代中国王桝は.ウイグ)I,,輔怪1やキタイ･7.回などの大BIJ遊牧同家に対

してはその机下に立たぎるを紺なかったが､tll央アジアのオ7シス榔市【当家に対しては2T

等の外交I別保を拙めなかった｡吉Rオアシスlj([家はlH削it柿に恒従の舷を戟Iylして土酷品を

献上 (軌17)し.中国iilT,･はこれに対してyJ.大なidの削練物や脊イ多品をLqRlJl')に牌与 (回

JI馴 した｡ここにIlr国とオ7シス政権のllUでの ｢軌fifvjb'J｣という練塀交渉が成立する｡

とはいえ.Irl回iim.の櫛威を馳めたうえでの糾fi 回順とは全くの別主111H=過ぎず､ウイ

グル 放血 ･コ- タンなどのW匡rにとっては焚y)の'A判こそが何よりも催先した｡枯らは

[日日鮎を求めて斬矧二糾fiL､中陸l佃がItf政とli†指から別17の斬IiEを制13ミすると､杭lTEjの制Ti
に他省をl姐行させてrlj川弘の/Jlけ)LIJを711たり､あるいはIl]E劃欄のfr■梢と不足に乗じて一r/1で歓

鱗部のIil名を催い分けたりと.梯/Jな手段で利益をiB求した｡1吋ウイグルも ｢I.ん.r_'lウイグ

ル JLi州ウイグル 化庭ウイグル fh姦ウイ'/JL,｣など致碗HIの同名を倣い分けている｡

中l到_T:軌からの1〔Lrn姑そのものも､J.1,1辺Li】家の臣従を手J_FJ_くrfするという址T)むとは)JiJruに､

lt･l畑の軌士別i'1品の棚方1･nに応じ一定の韮1畔に州って慨搬rz')に定められており､純gJミた

るitfl収引と!jS宅7的に変わるところはなかった｡

政l附Z:J交臥以外にも､T拙速したような申軌和也に設けられたTm菜碓点を III.Ltlこ矧IltJペ-

スでrlT.動するウイグル納入もいた｡触らの多くは本国からの1火脚に随行してそのまま長JgJ

弱行初･した名であり､I-)Iウイグル本国からq:命 7FF(出される他節もi)々 にして阿井の商人

であった｡ rFlBI在任ウイグル仲人は.本国イdl即が持参した物匪 替イ多■打-やJl'I菱川司からの恒r

順の分けlJIJe受け耽ってLHSl内でTj一己rERLJrlL さらには第4llfLt.:訟本を元手に金融井 不

軌挑発を鰍岩した｡このような繭黙従削士､ウイグル稲凶l時代のソグド柵人の手法をその

まま継承したものである｡その他､国境地瑞では指定封易助での耽7)[(宜71T)が行われ､
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また怒frb])も姓んであったら

しい.

一方､小JJtユーラシアにお

けるウイグル商人の活動の非

1旗をより)も作約にrV7らかにす

るのほ､さきにTF及 した故

性 トゥルフアン地域u土の

10-1日Lr紀のウイグル胃酌苛祭

文arである｡これらの涌井文

出には.細入のみならずウイ

グル王族やI'(族 官仰 非人､

さらには仏教 キリス ト教

マニ教のftmlr,lまでもが登城し､

lIjを挙ばての弼新店軌が行わ

れたことを示しているDはb

のrZりでは､Ellff者からmかっ

た者l組物や'/と金屑などを退職

地でTJ'nx 迎用して利潤を分

け合うという.'lJ.津契約が-娘

的に行われ.このような山YT

巡Ffl 共同榔井名をウイグル

実子†で ｢オ ル トク｣(原 瀬 は

｢仰臥 パー トナー｣)とI11･ん をうかがわせる･

だ｡iむ僻地Iill交易は牒商穀1紙に上って行われ､自らが隊商を良し線できない機合でも､他の

隙取 こ仲介を委託することで遠隔地の ｢オル トク｣との交易 迎線が可能だった｡文吉iFrl.

には甘州 甜州 ハミ トゥルフアン 講.7盈 北鑑 札鉱 コータン カシュu)レ タラ

ス キタイ タダル (モンゴル枯Ih窮の遊牧狐紺の-つ) オチエケン山 (モンゴル訂.7枚rrl

火部の一地域｡オル ドパリクもこの地域に位荘した)といった地域 脆EEl名がみえ,rPJ)i

ユ-ラシアrdE半を拙う1うに鄭時のウイグJL,簡人のた7六 fll幼主ネットワークが舶 りめぐら

されていたことを示している｡交易品としてはu親椀物 (紺 鈴 板子ほか) 宝石 'Jt

金属 工業晶 菜品 香料 曲解 食品 家筋などが現れるが,その多くはウイグルと中

国との朝fiAJln易における交易品の礁新と砿なっており､広域にわたる物架洗過が跡づけち

れる｡芯昌 トウル77ン周辺に始る&-ゥイグル糊の仏教 マニ教典術も.このような泊

矩な滞深活動によって楳済的に支えられていたのである｡

■ウイクル商人とモンコル帝国 ･ムスリム商人

tl州ウイグル国は11世紀中米に宙Zl凶によって滅ぼされ､12世紀には酉ウイグル風も金
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制に迷われて西ItLできた約2次キタイ瑞Ek日 西迫)のl舶澄支配下にi挫かれることとなっ

た｡ しかしウイグル滞人の広披括鍬 j:前代に引き絞き行われた｡四ウイグルからの仕掛 ま

モ/ゴJL,3-.71T講や四文節を槻断して金軌にしばしば米TEL､金剛もウイグJL,人担当の適訳nt

氾屯を改肘内に伯態していた｡

1gJウイグル同にとっての拡大の転機は13ui束l初郡に訪れた｡チンギス三ハンによるモン

ゴルTr.uE己の統一とモンゴル帝国の成立である｡約31Lr紀牛ぶりに政治的 JTuJi的に競合さ

れたjl.■Lb;(地引1-の遊牧尺が､周辺琵別裏目二とって大きな竹威となることはEEE州であった.flri

瓢 rj済耳､yトワークを清川してm努を判断した-AJゥイブルl裏目土､ま至心 しつつあった西逆

から雅脱してモンゴル珊剛 こ単先任従した｡オアシス榔7け支配を通じてウイyJレが稚立し

ていた文字文化や行政 Gj!消システムは､ブ,'i捌まもないモ/ゴルにとってもV.[室｢支配のう

えで月主要な意識をもった｡その緋月と､モンゴル肝国の行敢官イLjやチンギス王族子酌の家度

数剛 指摘係として.多数のウイグル人がUl命された｡かつての突欺 ･ウイグル遊牧･T7,rxl

においてソグ ド人が紫たした政治r)'J 文化的役割を､今Jlはウイグルがモンゴル耐 量)に対

して兆たしたのである｡モンゴルに対するウイグルの文化的彩坤力を示す斯学な例として

は.現在の絞て好きモンゴル文q･-が把握にはウイグJL,文字を離水していることが挙げられる

が､そもそもウイグル文:-I-丘l体もソグド文字を姓示したものであった.

モンゴル帝国の競演政髄も､前述の ｢オル トク｣多望約帆イ副二進づくウイグル商人の細井

形態がモデルとなった｡税や徴発という形態でモンゴルr滞室 政府のもとに兆められた資

本を､モンJIレの ｢*Jレトク｣すf.i.わち ｢イ申rZU 当も同耶燕者｣であるウイグル約人が各地

で逃用し､利益を分け合うという総柄システムが成立 した｡これも炎既 ウイグル軒国と
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ソグド相人とのr対係をそのまま引き継いだものといえる｡さらに.モンゴル改作と耗託 し

たムスリム卸川向人も､やはり ｢オル トク｣(1先輪jl料では ｢耕脱｣と普写される)とい

うウイグル宍行で称された｡このことは､モンゴル補r51の縫IZr/ステムがおもにウイグル,捕

人によって整備され その迎紐の上にムスリム弼人が参入してきたことを示 している｡

その綾､モンゴル政lけ肘 =おけるウイグル所人の彩幣力は.ムスリムÈ∃tlf r瑞人の大々

r)tl遊山にともなって榊対rJ'Jに低下したoLかし､モンゴル･7(,匡】の支配儲城の拡大は､ウイ

グル粥人にとっても活動周の拡大をもたらした｡元糾治下では多くのウイグル人肘磯官位

が掛 rJされて鮒 汚上の%'地に配iEtされ､ムスリムIW筋'JiH任と同様に'JS尺一作の綻涜ltl軌を

展r;りした｡彼らのJrJには､みL州の弼海出払を～ut-彬L そのHHこVT'えた私肘をIrl火アジアの

古文砥知からも､モンゴル時代のウイグル而人たちが､あるいはrn西ウイグル節からtr

封書 非北へ山引…して和栗を甘み.あるいはIJIL州特軒の7㍍'級郁織物を放但にまで】仕り寄せる

なt'､広Jir硝深hTl鍬に従三拝しているさまがうかがえる｡ウイグル摘人の大部分は仏教総で

あったが､f皮らとムスリム偶人とのriu係も必ずしも敵対rI')なものではなく､繭梁描動にお

いて両者はしばしば1,'i桃 協附した｡1Ll世紀TJ;J判 二は旧四ウイグル晋Lの9:劾支配樵は元別
からチャガタイ=ハン匡rへと移る机 その後も大W'で印刷されたウイグル琵77仏jJuや元軌公

肱の僻WなどがIE]西ウイグル官lに大王iiに拭人しており､逆にIn四ウイグル郁からは当時の

ut糾l主7.も級.lur.として珍diされたブドウ酒などが但′㍍川(Jに元1-1TJ駁WJのもと-送納されるなど､

蚊権の枠alみを超えてt.T,党に物㌢Tが脆過した｡

ウイグルl絹人の広域掛 巧ネットワークは.ムスリム稲人のそれにはBi協のうえでは及ば

なかったとはいえ.モンゴルV.BJ時代の終Eほ で絶えることなく機能したのである｡

■ウイグル商人の歴史的役割

以上にみてきたところから､ウイグル硝人の大きな歴史約校側として､①f削 モソグド人

の簡潔システムを継承して中JJt 封王-jJ-ユーラン7広域縫消ネットワークt._r･担った､(参モン

∫)L,lTl国に結消システムを7,F.Lt供し､後のムスリム偶人主将のユーラシア大路7荷交流の鵜殿

を1馴 旨した､という二･!下を指摘できJ:う.

なお､本84でもいくつか言及したウイグル打行古文モLt新については､近iEF-払速に研兜が進

んでいる｡101廷紀からモンゴル時代にわたるウイグル鰐人の活動をさらにlミ体rJ'Jに明らか

にすることは､松代ソグド商人やモンゴル時代のムスリム梢人の活動を考えるうえでも瓜

%Tである｡今後の研究の進展が3g榊 される｡


